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研 究主題

国 際 社 会 に生 き る人 間 と して 自 ら考 え行 動 で きる資 質 を育 成 す る授 業展 開 の 工 夫

一 生徒 の学習意欲 を引 き出す授業 をめ ざ して 一

主題設定の理由 と研究経過

科学技術の進歩 や経済 の発展は 、国際化や世 界の一体化 など社会の各方面 に大 きな変 化 を

もた ら している。 この ような社会の変化は、高校生 に対 して も通学す る ことや学 習す る こ と

に対す る意識の多様化 、命や人間関係、労働 な どに対する価値観の揺 らぎを生 み、 自らの生

き方在 り方 を見出せ ない状況 をもた ら している。社会の変化 に主体的に対応 で きる青少 年 の

育成は 、今 日の教育の重要 な課題である。そこで本部会では、現代社 会の諸課題 につい て地

理 的 ・歴史的 な見方 ・考 え方 を培 う授業 を通 して、生徒 に主体的に学 習に取 り組 ませ 、問題

意識 をもって 自ら考 え行動する力 を育 むこ とを 目的 と して、以下の視 点か ら研 究に取 り組 ん

だ。研 究 を進め るにあた っては、特 に生徒が意欲的 に学 習に取 り組 める ような指 導計画 の作

成に留 意 した。

1科 学技術 の発展 か ら派生 する問題

科学技術 の発展 は、「空 を飛びたい」「遠 くの人 と話 が したい」 「伝 染 病 を な く した い」 な

どの人々の夢 や願 い を実現 させ 、便利で快適 な生活 を可 能に した。 しか し一方 で、全 人類 を

瞬 時に滅ぼす ことが可能な核兵 器の開発や 、大量消費に よって発生 したゴ ミな どの廃 棄物 に

よる大気汚染や水 質汚濁 にみ られる環境破壊 な どの地球 的な課題 を もた らした。21世 紀 に向

けて、科学技術 の発展の現状 と課題 を認識 し、課題の解決に向けて取 り組 む ことが求め られ

ている。そ こで この グループでは、科学技術 の発展か ら派生 する問題 を認 識 し、「明 るい未

来」 の実現 に向けて生徒 自らが考え、行動で きる資質 を育成する授業展 開の工夫 を試みた。

嚢 経済 の発展 か ら派生す る問題

現 代社会における経 済の発展 は、国家や民族 、イデ オロギー といった枠 を越 えて、様 々な

人々や地域 に大 きな影響 を与 えている。経済 の発展 とグ ローバ ル化 は、人 々の生活 に豊 か さ

を もた らす一方 で、環境 保護 や地域 開発 、南北問題、労 働力 の流動化 、国家財政 の破綻 な ど

の様 々な課題 を もた ら した.こ れ らの諸課題の解決のためには、基本的な知識 と深い洞察力、

人権尊重 の精神 に基づ いた一 人一 人の主体的 な行動 が求 め られ てい る。特 に、経済分野 で世

界的 に大 きな影響 力を持 つに至 ったa本 は、今後の国際社会の安定 に責任 を果 たす こ とが期

待 されている。そ こで この グループでは、国際社会の未来を担 う入間 と して生徒が自ら考え、

行動 で きる資 質 を育成する授業展 開の工夫 を試みた。

墨 人 と文化 の接触 ・交 流 ・共生

国際化 や世 界の一 体化が進 み、人や文化の接触や交流 の機 会が増加す る中で、多 くの複雑

な問題 が生 じている。その背景 には、人 々の意識、倫理観 、価値観や それ らを生み 出 した 文

化 ・社会 の多様性 がある ことを忘 れてはならない。 このこ とを踏 まえ、社会の様 々な矛 盾 ・

問題 を認識 しつつ、 自己理解 を深 め、異文化 を理解かつ尊重 し、他者 との共生 を図 る生 徒 を

育成 する ことが求め られている。そこで この グループでは、人や文化が交流す る際 に必 要 な

こ ととして、多様 な文化の存在 、入権尊重の精神、 自ら行動す る姿勢 に着 目し、国際社 会 に

生 きる 「地球市民 」 と しての資 質を育成す る授業 展開の工夫 を試みた。
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1科 学技術 の発展 か ら派生す る問題

1.西 洋 医学 の 導 入 が も た ら した もの

(1)教 材 と して取 り上 げた理 由 医学の進歩に よ り、多 くの難病が 克服 される ようにな り、

また、衛生 や病気の予防 に対す る人々の認識が高 まった。その結果 、 日本では乳 幼児の 死亡

率 が大幅 に減少 し、平均寿 命 も80歳 を超 え るようになった。現在 の 日本の医学 は、西洋 医学

が主流 であるが、5世 紀頃 にはすで に中国か ら東洋医学が伝 来 し次 第に普 及 してい った。16

世紀 中頃か らは ヨー ロ ッパ との接 触が始 ま り、最新 の西洋 医学 が もた らされたが,そ の 後 の

鎖 国政策 に よって西 洋医学 は沈滞 した。 しか し、18世 紀前半以 降、西洋 の学 問に接 す る機 会

が増加 し、西 洋医学 な どの学問は、知的好 奇心 や向学心、人命を救 うとい う使命感 をもつ人々

の 間で広が ってい った。西 洋医学が伝わ り普及 してい く過程 を学習す るなかで、 ヨーロ ッパ

の学 問が 日本に与えた影響 を生徒 自身に考 えさせ るこ とを 目的 として本教材 を取 り上げた。

(2)本 時の ね らい 本時では、蘭学者(洋 学者)の 多 くが単 に西洋 の知識や技術 を身 につ け

た だけで な く学 ぶ課程 で幕 藩体制 の矛盾 に気づ き、そ のこ とが 身分制の崩壊 と倒幕へ の流 れ

につ なが ったこ とを理解 させる。学習指導要領での関連分野 は、「日本史A」 の 「(3)日本 の

近代化への未知 と19世 紀 の世 界」 の 「イ 新思想の展開 と教育の普及」、「日本史B」 の 「(4)

幕藩体制の推移 と文化 の動 向」 の 「工 国際環境の変化 と幕藩体制の動揺」であ る。

(3)展 開例

学 習 項 目 学 習 活 動 備 考

○東洋 医学 に ○ 具 体 的 な例 と して 各 自 、 また は 互 い に ツ ボ を押 し 「ッ ボ 図 」、

導
つ い て 「五 臓 六 腔 図」 を見 る 。 「五臓六脇 図」

入
○東洋医学 の基本 は投薬 と鍼灸であ ることを知 り、

西洋医学 との違い を理解す る。

○西 洋 医学 の 016世 紀 中頃 、 イエ ズ ス会 宣 教 師 に よっ て 西 洋 医 学 資 料 「出島図」

流 入 につ い て が 伝 え られ た こ と、 鎖 国 以 後 、 オ ラ ン ダ商 館 の 医 者

展 か ら医学が伝 えられ続けた ことを理解す る。

○西 洋 医学 の ○徳川吉宗の漢訳洋書輸 入解 禁、青木昆陽 の オ ラ ン

発展 発 展 につ ダ語 入 門 書 に よ り蘭 学 が盛 ん に な っ た こ とを知 る 。

い て ○杉田玄 白らの騎分け につ いて 知 り、 『解 体新 書』 史料 『解体新書』

と して出版す る際の苦心 を理解 する。 ・ 『蘭学 事 始 』

○ シ ー ボ ル ト 019世 紀 初 め に シー ボ ル トが 来 日 し、 オ ラ ン ダ医 学
開

に つ い て の み で は な く、物 理 ・化学 ・政 治形 態 ・西 洋 思 想 な 資料 「鳴滝塾図」

i
ど も伝 えた こ と を理 解 し、弟 子 た ちが そ れ を ど の よ

i うに受け止めたかを当時の状況 な どか ら考 える。
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○幕 藩 体制 と ○ 江戸時代 の封建社会の厳重 な身分制について知 り、

蘭学(洋 学) その中で も最新の学問(技 術 ・医学 ・語学 な ど)を

につ い て 学 んだ人が幕府や諸藩に登用 されたことを知 る。

○ 「シーボル ト事件」 や 「蛮社 の獄」で幕府 が 蘭学 資 料 「シ ー ボ ル ト

展 の存在 を危険視する ようになった背景 を考 える。 事 件 」、「蛮 社 の獄 」

○西洋医学の ○幕府 は西洋医学 の優秀 さを認め以下の こ とを実 施

定 着 と 蘭 学 し、西 洋 医学 が 主流 とな っ て い った こ とを理 解 す る。

(洋 学)の 発 ①14代 将軍徳川家定の死の直前 に蘭方医の伊 東玄 種痘 につ い ての

展 朴 が奥 医師に就任 した こと。 瓦版

②種痘所(後 の西洋医学所)の 開設 。

○ アヘ ン戦 争や ペ リー来航 の結 果、 諸藩 に蘭 学 塾 資料 「洋学 塾 の

(洋 学 塾)が 設立 され 、 蘭 語 だ け で は な く英 語 ・仏 分布 図」

語 ・兵 学 も学 ば れ 、 そ の結 果 、 反射 炉 や 工 場 も作 ら 「福翁 自伝』

開
れた。 また民間で も蘭学塾(洋 学塾)が 各地 につ く

られ た こ と を知 る 。

○蘭学(洋 学) ○蘭学(洋 学)を 学 んだ人 々によ り欧米の国 家の仕

の発 展 の影響 組 みが伝 え られ、これが薩摩藩や長州藩の倒幕 運動

に つ い て の一 因 とな っ た こ とを知 り、 そ の理 由 を 考 え る。

○蘭学(洋 学) ○幕藩体制 の中で西洋医学が どの ように定 着 して っ

ま
と近 代 国家へ

の道

たかを理解す る。

○蘭学の基礎の上 によ り積極 的に西洋文化 を取 り入

と
れ、幕藩体制の矛盾 を感 じた人 々が倒幕や、 近代 国

家の形成 に大 きな役割 を果 た した ことを理解 し、 文

化の受容 が もつ意味 について考 える。
め

○他 の文 化を受容す る上で大切な ことは何 で あ るか

を話 し合 う。

(4)評 価 の観 点 ① 西洋医学の伝来 と普 及の過程が理解で きたか。② 蘭学(洋 学)の 果 た し

た歴史的役割 を理解す ることを通 して、文化 の受容の もつ意味 を考 えることがで きたか。③

蘭学(洋 学)の 普及が、倒幕運動推進の一 因 となっていた ことを理解で きたか。④ 新 しい文

化 を受容 する際 に必要な姿勢 につ いて考 えることがで きたか。

(5)指 導上の留意点 ①難解 な資料 に対 しては現代語訳 した資料 を提示す る
。②資料 の読み

取 りは内容 を理解 しやす いようにわか りやすい解説 を加 える。③授業で はプ リン トを用 いて

作 業学習 をさせ る。④ 明治維新後はオラ ンダ医学の根本が ドイッ医学であ るこ とが判 明 し、

日本の医学は ドイツに傾いた ことを指摘 し、事後の学習 につ なげ る。
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2.原 子爆弾 を生 んだ科学者 たちの反核運動への取 り組 み

(1)教 材 として取 り上 げた理 由 核兵器は核 分裂反応 を利用 した ものであ り、20世 紀 に入っ

ての急速 な科学技術 の進歩 の中で誕生 し、人類の生存 に関 わる脅威 を生 んだ。最初 の原子爆

弾の作成 は、ナチス ドイツの核兵器 開発へ の危惧か ら、自 らも原子爆弾 を開発 し、抑止 兵 器

と しての役割 を担 わせ ようとした ドイツな どか らの亡命科学者の アメ リカ大統領へ の提 言 か

ら始 まった。原爆開発は、戦時 とい う特殊状況下 で経済性 を無視 し政府資金 による国家的事

業 と して開発 が進め られ、その成果が科学者 の手 にで はな く政府や軍部の手 に渡 った こ とで

科学者 の苦悩 が生 まれた。一部の科 学者 は 自分 たちの科学 にお ける研究の結果が もらした社

会 的影響 に対 して、責任 を担お うと尽力 し、その成果 は国際的 な反核 ・平和運動 に結実 した。

核兵器 の開発や反核運動の背景 を考察する ことに より、現代社会の課題 の一つ である核 の 問

題 に対 す る認識 を深め 、世界平和の ため にとるべ き姿勢 を育成す るこ とを 目的 として本教 材

を取 り上げた。

(2)本 時のね らい 本時 は2時 間構成の第1時 限 にあた る。本時では、巨大 な破壊 力 を もち

現 在 も世界の各地 に拡散す る原子爆弾の開発の きっかけ とその推移 を理 解 させ る。そ して 原

爆 開発 に携 わった科学者が戦後 の核軍拡 を危惧 し原爆 の対 日使用へ の反対 を強硬 に提言 した

こと、 また戦後 は東西冷戦下 で国際的 な反核 ・平和運動 に尽力 した ことを理解 させ 、世 界平

和 のため に必要 な姿勢 や取 り組 みにつ いて考 えさせ る。第2時 限では冷戦の終結 と軍縮 ・核

管理への歩み を扱 う。学習指導要領での関連分野 は、「世 界史A」 の 「(4)現代世 界 と 日本」

の 「力 二つ の世 界大戦 と平和」、「世界史B」 の 「(7)現代の課題」の 「ア 国際対立 と国際

協 調」であ る。

(3)展 開例

学 習 項 目 学 習 活 動 備 考

○原爆 が もつ ○広 島 ・長崎の被爆状 況の凄惨 さか ら原爆 の巨大 な VTR「 核 の 時

導 巨大な破壊力 破壊 力 と、 日本が唯一 の被爆 国であ る事実 を再確 認 代①原水爆の登場」

の確認 す る 。

○現在 も継続 ○ 最 近 の イ ン ド ・パ キ ス タ ンの核 実 験 と民 衆 の 反 応 VTR「 印 パ 核

入 す る核兵 器 の を通 じて、核兵器が大 国の象徴 とされる現実 と、 核 実験後の 両 国民 の

開発 と拡散 抑止 力に対 する期待が存在す る現実 を理解す る。 反応」

○ 原爆 開発 の ○独 の科学者 による核分裂の発見をきっかけに反 ファ 年表 「原爆 開発

きっ か け シズムの亡命科学者 たちに危機感が生 まれ、独 が 開 の歴史」

展
発す る原爆へ の 自衛手段 ・抑止効果 と しての原爆 開 資料 「ア インシ ュ

発の必要性 が彼 らか ら米大統領 に熱心 に説 かれ 、米 タ イ ン の 手 紙

国 を原爆 開発へ取 り組 ませ た ことを理解す る。 1939.10」

開 0原 爆 開発 の ○ 原爆 開発は巨額の資 金 と大量 の人員 を必 要 と した 資 料 「ロ ス ア ラ

経緯 ため、次 第 に米政府 ・軍部主導下で進 め られ た点 を モス研究所」

資 料 ・年 表 で確 認 す る 。 VTR「 核 の 時
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○ 原爆 開発が政府 ・軍部主導 に移 ったこ とが どの よ 代①原水爆の登場」

うな意味 を持つのか を考える。 資 料 「ボ ー ア の

○亡命科学者 ○当初の 目的 と異 な り、独 の降伏後 も原爆 の開発 は 進 言 」、 「ア イ ン シ ュ

展 たち を中心 と 続 い た こ と、 日本へ の投 下 も決 定 され 、 つ い に 米 は タ イ ンの 手 紙1945.

した 原爆 の対 史上初の原爆実験 に成功 したこと、 この よ うな動 き 3」

日使用 に対 す に対 して原爆 開発 の きっか けをつ くった亡命科 学者 資料 「フ ラ ン ク

る抵抗 を中心 と した科学者 の抵抗があ ったことを理解す る。 リ ポ ー ト 」、 「ク

○ 原爆 の 日本への投下決定理由 は戦争 の早期終結 の リン トン研 究施 設

た め と され てい るが 、別 に ソ連 の 東 ア ジ ア 進 出 阻止 の科学者 の 署名 入

開
の 目的が あったこと、また亡命科学者 たちが戦 後 の り嘆願書」

無制 限な核軍拡競争 を予言 していた ことを資料 か ら 資料 「大統領教

理 解 す る。 書1945.10」 「 ト

○原爆の対 日使用の意味につ いて考 える。 ル ー マ ンの 日記 」

○大戦後の科 ○原爆開発 に関わ った科学者 のなかには戦 後 の核 兵 ワ ー ク シ ー ト

学者達の平和 器国際管理 に期 待 を寄せ た者 もいたが 、冷 戦が 進行 資料 「ラ ッセ ル、

ま 運動へ の取 り し国際政治 に期 待はで きない とみて世界 に直接核 戦 ア イ ンシ ュ タ イ ン

組み と反核 運 争 の 危 険 を警告 す る よ うに な っ た 。 この 経 緯 と、 国 宣言」

と 動の広が り 際 的 な反 核 ・平 和 運 動へ の結 実 を ワ ー ク シ ー トで ま

とめ 、蹟罪 を負った科学者 たちが核の脅威 を訴 え、

め 核兵器の管理に尽力 したこ とを理解す る。

○現在 も存在す る核兵器 に関す る問題 にどの よ うな

取 り組 み ・姿 勢 が必 要 なの か を話 し合 う。

(4)評 価 の観点 ①独 の原爆 開発 に対す る危惧か ら、 自衛 手段 ・抑止効 果 と して反 フ ァシズ

ムの亡命 科学者 よ り核 分裂 を兵器 として用 いる事が米大統 領に提 言 され、米での原爆開発 が

始 まった ことが理解 で きたか。② 原爆 開発が国家的事業 と して進め られた結果、原爆開発 を

提言 した亡命科学者 の主 旨とは異 な り、米国の国益 を優先 した形で原爆 の対 日使用 が決定 し

た ことが理解で きたか。③ 戦中か ら戦後 にか けて、科学者 たちが 自分 たちの研 究が生み 出 し

た核兵器 の管理に尽力 した こと、そ してこれが国際的 な反核 ・平和運動 に結実 した ことを理

解 する ことがで きたか。④核 の問題 に対す る認識 を深め、世 界平和 の実現 にむけて取 るべ き

態度 につ いて考 えるこ とがで きたか。

(5)指 導上の留意点 ①VTR・ 年表 ・写真 ・資料 な どを活用 し、原爆の 巨大 な破壊 力お よ

び、原爆 開発 の推移 と対 日使用決定の経緯 を実感 的に捉え させるよう配慮する。② ワークシー

トを用い冷戦下での核軍拡 と、科 学者 を中心 とした反核 ・平和運動の展開 を整理す る。
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3.ペ ッ トボ トル か ら見 る ゴ ミ問 題

(1)教 材 と して取 り上 げ た理 由 軽 くて 丈 夫 で 変 質 しに くいペ ッ トボ トル は 、 そ の 特 長 を 生

か して 清涼 飲 料水 や 調 味 料 の 容 器 な ど様 々 な と ころ で使 用 され て お り、 近 年 そ の 利 用 範 囲 は

拡 大 しつ つ あ る。 しか し、 ビ ンの よ う に リサ イ クル を前 提 と した流 通 シ ス テ ム が 十 分 確 立 さ

れ て お らず 、 使 い 捨 て が 原 則 と な って い るた め 、大 部 分 は ゴ ミ と して捨 て られ て い る。 ペ ッ

トボ トル は ゴ ミに な る と、「変 質 しに くい」 とい う長 所 が そ の ま ま 「腐 ら な い の で 自然 に戻

らな い 」 とい う短 所 と な る ため 、 ゴ ミの埋 立 処 分場 の寿 命 を縮 め る要 因 の ひ とつ と な り、 ま

た 、 誤 って焼 却 処 理 さ れ た場 合 、 適 切 な条 件 の も とで燃 焼 しな い と、猛 毒 の ダ イ オ キ シ ン が

発 生 して しま う場 合 が あ る。 この よ うなペ ッ トボ トル をめ ぐる 諸 問題 が存 在 す る に もか か わ

らず 、 高 校 生 の ゴ ミに対 す る意 識 は高 い と はい え ない よ うに 感 じられ る 。 そ こで 、生 徒 た ち

に ペ ッ トボ トル をめ ぐる諸 問題 を認 識 させ 、ペ ッ トボ トル を捨 て る際 に分 別 し、店 頭 回 収 な

どの リサ イ ク ル を心 が け る こ とや コ ス トが か か って も リサ イ ク ルの シス テ ム も確 立 す る こ と

が 、 これ らの 問 題 を解 決 し、地 球 環 境 の保 全 に対 して も有 効 で あ る こ と を理 解 させ 、 身 近 な

と ころ か ら取 り組 む姿 勢 を育 成 す る こ とを 目的 と して 本 教 材 を取 り上 げ た 。

(2)本 時 の ね らい 本 時 は3時 間構 成 の第2時 限 に当 た る。 第1時 限 で は ゴ ミが 増 加 して い

る現 状 と理 由 を理 解 させ 、 ゴ ミの増 加 が 環 境 を破壊 して い る こ と を把 握 させ る。 本 時 で は 、

地球 環 境 の 保 全 は 、遠 くの砂 漠 に木 を植 え に行 くな ど とい っ た 特 別 な事 だ けで は な く、 日 常

生 活 の 中で ゴ ミを捨 て る際 に気 を配 る こ とで も十 分 貢 献 で き る こ と を理 解 させ 、そ の こ と を

自分 な りの 手 法 で 表 現 させ る こ とを ね らい とす る。 第3時 限 で は 日本 や 外 国 の ゴ ミ減 量 化 と

リサ イ ク ルへ の取 り組 み を把 握 させ る 。学 習 指 導 要 領 で の 関 連 分 野 は 、 「地 理A」 の 「(3>現

代 社 会 の 課 題 と国際 協 力 」 の 「イ 諸 地域 か ら見 た 地 球 的 課 題 」 で 、 ま た は 「地 理B」 の

「(2)人間 と環 境 」 の 「オ 世 界 の 環 境 問 題 」 で あ る。

(3)展 開 例

学 習 項 目 学 習 活 動 備 考

○様 々 な用途 ○ ペ ッ トボ トル が 、軽 くて丈 夫 で 変 質 しに くい とい 様 々 な ペ ッ トボ

に使 わ れて い う特性 と、商 品 としての優位性 を生か して、 清涼 飲 トル を見 せ る

導 るペ ッ トボ ト 料水 や調味料 の容器 な ど様 々な用途 に使わ れて い る

ル こ とを確 認 す る 。

入 ○長所 と短所 ○ 「ペ ッ トボ トル は ゴ ミに な った 途 端 、 長 所 が そ っ 実際 に小 さなボ

がなぜ逆転す くりその まま短所 になる」 という言葉の意味 を考 え トルを飲 み干 しゴ

るのか る 。 ミを作 る

○ ペ ッ トボ ト ○ ペ ッ トボ トル は 、原 料 が 石 油 で あ るの で 火 をつ け

ル を焼 却処 理 れば燃 えるが 、その場合、適切 な条件の も とで燃 や

した場 合 の問 さない と、猛毒 のダ イオキシ ンなどの有害物 質が 発 新 聞記事 「北極

題点 生す る場合が あるこ とを理解す る。 のアザ ラ シな どか

○発生 したダイオキシ ンが 国境の ない大気 に拡散 し、 ら ダイ オ キ シ ン を
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地球全体 を汚染 しつつあ ることを理解す る。 検 出」

○ ペ ッ トボ ト ○埋立処理 した場合の問題点 を、ペ ッ トボ トルの長 写真 「埋立処分

ルを埋 立処 理 所 に着 目 して考 え る。 場 の ペ ッ トボ トル」

した場 合 の問 (長 所 で あ る点 が 、 「自然 に 戻 らな い 」 とい う短 所

題点 に な り、原 形 の ま まで 永 久 に 地球 上 に残 る 。)

展 ○不燃 ゴ ミの増加が、 ゴミ埋立処 分場 の寿 命 を短 く

して い る要 因の ひ とつ で あ る こ とを理 解 す る。 「東京 ス リム」キ ャ

○ ペ ッ トボ ト ○ ビ ンの よ う な リサ イ クル を前 提 と した流 通 シ ス テ ンペ ー ンの紹 介

ルの リサ イ ク ムが 不 十 分 で あ る こ と、 そ の理 由 の ひ とつ と して リ

ル シ ス テ ム の サ イクルの コス トや再生品の販売状況 な どか ら現 状
、

問題点 で は採算が取れ ない ことが多い ことを理解す る。

○諸外 国 との ○ 日本 の ペ ッ トボ トル の リサ イ ク ル は始 ま っ た ば か 資料 「世 界 のペ ッ

比較 りなので回収率 も低 いが、外 国で は 日本 よ り回収 率 トボ トル リサ イ ク

が 高 い 国 もあ る こ とを理 解 す る。 ル回収率」

○ そ れで は私 ○ ダイオキ シンな どの有害物 質を出さない よ うにす

たち は ど うす るに は 、 ペ ッ トボ トル を捨 て る と き に き ち ん と分 別

れば よいのか す れ ば よい こ とを理 解 す る。

開
○ 自分 たちの教室の ゴ ミ箱の分別が きちん とで きて

い る か ど うか調 べ て み る。

○ ゴ ミの量 を減 らす ため には 、 何 が必 要 か を 考 え 、

話 し合 う。 VTR「 ペ ッ ト

(店 頭 回収への協 力 、リサ イクルを前提 と した流通 ボ トルの店頭 回収

シス テ ムの 確 立 な ど)。 の様子」

○実践 してい ○環境保全 に対 して有効 な手段 は、個人個人 の 日々

ま くに は の生活の中での心 がけであることを確認す る。

と ○授業の内容 ○ 今 日の学 ん だ こ とや 、 その なか で 自分 が もっ と も 適 当な用 紙 を配

め を表現 す る 訴 え た い こ と、 ま た は印 象 に残 った こ とな ど を漫 画 布 し、 自 由 に 描 か

や絵 、 キ ャ ッチ コ ピー な どの 方 法 で 表現 して み る 。 せ る 。

(4)評 価 の観 点 ① 学 ん だ こ と、訴 え た い こ とな ど を漫 画 や絵 、 キ ャ ッチ コ ピ ー な どを 通 じ

て表 現 す る こ とが で きた か 。② ペ ッ トボ トル をめ ぐる環境 問題 に対 して 、 当事 者 意 識 を もつ

事 が で きた か 。③ ペ ッ トボ トル の長 所 が 、 ゴ ミにな っ た途 端 に 短所 に な る こ と を理 解 で き た

か 。

(5)指 導 上 の 留 意 点 ① 地域 に よっ て 、ペ ッ トボ トル の ゴ ミ分 別上 の扱 いが 異 な る の で 、 事

前 の 確 認 が 必 要 で あ る。 ② 「ま とめ」で取 り扱 う、 自分 な りの 手 法 で 行 う表 現 は生 徒 の 多 様

な 個性 を引 き 出せ る よ う に 、表 現 の 手 段 に は こだ わ らな い よ う にす る。 ま た 、優 秀 な作 品 は

校 内 に掲 示 して 、 生徒 の 励 み に な る よ う にす る 。③ 授 業 で 使 用 す るVTRは 教 員 自身が撮 影 、

編 集 した もの を使 用 す る。

一8一



ll経 済の発展 か ら派生 す る問題

1.足 尾鉱毒 事件 は今 ～足尾 と谷 中村 はどうなった1～

(1)教 材 と して取 り上 げた理由 足尾銅山事件 は明治期 の急速 な近代化の過程 で発 生 した公

害 問題 と して有名であ るが、その後足尾(銅 山)や 谷中村(渡 良瀬遊水池)が どうなったか

につ いてはあ ま り知 られ てい ない。現実 には、鉱毒 問題 は完全 に終 わった とは言 えず、 この

2つ の地域 は鉱毒 事件以後 も時代や経済情勢の変化の中で大 きな影響 を受 けて きた。足 尾銅

山は大正 期 に繁栄の頂点 を極めたが、戦後閉山に追い込 まれている。栄枯盛 衰 を乗 り越 え、

足 尾は今 、新 しい地域づ くりを模索 してい る。一 方、渡良瀬遊水池 は土砂 が堆 積 し、戦後 は

広大 な葦 原 と化 してい た。そ して この広大 な国有 地の再 開発 を巡っては様々な政策が出され、

遊水 池は少 しずつ その姿 を変 えていった。 この ように時代 や経 済情勢 の変化が人 々の暮 ら し

や環 境 に与 える影響 を学 ぶ うえで も、地域 開発の問題 を理解する うえで も足尾 と谷 中村 の そ

の後の歴史 は適切 な題材 である と考 え、また、この学習 を通 し、生徒 た ちが 自分 たちの住 ん

でい る地域 に も関心 を もち、地域 の歩 みに主体的 に関 わってい こうとい う意識 を育 む こ とを

目的 として 、本教材 を取 り上げた。

(2)本 時の ね らい 本時は5時 間構 成の第5時 限に当たる。第1時 限は繊維産業 を中心 と し

た 日本の資 本主義の成 立について、第2、3時 限は重工業の発展 と財 閥の形成 及び足 尾鉱毒

事件 につ いて、第4時 限は農業 ・農民 の動 向及び社会運動の発生 につ いて扱 う。本時は テ ー

マ学習 として足 尾鉱毒事 件のその後 を学 ぶ。足尾 と渡良瀬遊水池 とい う2つ の地域 の歴 史 を

対比 しつつ 、政府 ・企業 ・住民 ・自然 の営 みを浮か び上が らせ、足尾鉱毒事件 が現代 に問い

か ける問題 を理解 させ 、考 えさせ る。学習指導要領 での関連分野 は、 「日本 史B」 の 「(5)近

代 日本 の形 成 とア ジア」の 「ウ 国際関係の推移 と近代 産業 の発展」 である。

(3)展 開例

学 習 項 目 学 習 活 動 備 考

導 ○戦後の足尾 01960年 頃の足尾(松 木村跡 及び足 尾銅 山内部)の VTR『 人 間 の

の風 景 映像 を見 て、戦後の足尾の 自然 や鉱 山の労 働環 境 に 條 件 』(原 作 五 味

入 つ い て 考 え る。 川純平)

○大 正 ～昭 和 ○足尾町 と渡良瀬遊水池の位置 を地図で確認 し、足 地図 「関 東 の河

前期 の足 尾 銅 尾鉱毒事件 について概略 を復習する。 川 」

展 山 ○大正期 ～昭和前期の足尾 について理解す る。 年 表 「大 正 か ら

① 大正期 におけ る足尾町 と古 河鉱業 の繁栄 。 現在 までの足尾町」

② 鉱 山労働者の動向。強制連 行問題 。

○戦後の足尾 ○戦後の足尾町の歩み について理解す る。 グ ラ フ 「足 尾 の

につ い て ① 自然環境回復のために始 まった砂防 と緑 化 の公 産銅量 と人口推移」

開 共事 業。効果 と投入 された税金 。

②1973年 の銅山閉山 と古河 の鉱毒 問題へ の責 任 の 地 図 「現 在 の足

取 り方 。 尾町」
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I
③ 古 河 鉱 業 な どの 海 外 進 出 。 フ ィリ ピ ン ・レ イ テ

島パ サ ー ル精 錬 所 建 設 と公 害 発生 。

資料 「精 錬所 前

で拾 った石」

④古河 の社 名変更 と事業整理。 「足 字銭」

⑤足尾 町の過疎化 と観光 による町お こし。 「砂 防 ダムのペー

⑥ ゼ ネコ ン各社 が合 同で提 案 した地 域 地 開発 案 パ ー ク ラ フ ト」

展 「ガイア計画」(松 木村跡 に廃棄物処理場建 設)。

○戦後の渡良 ○戦後の渡良瀬遊水 池の歩 みにつ いて理解す る。 地 図 「渡 良瀬遊

瀬遊水 池 につ ① 自然 回復!鉱 毒 は埋 ま り、広大 な葦 の生 い茂 水池」

い て る湿原 には多 くの貴重 な動植物が戻 って きた。 年表 「戦後 の 渡

② 渡良瀬遊水 池再 開発 を巡 る激 しい争奪戦 。米 軍 良瀬遊水池」

飛 行 場 ・貯水 池 建設 ・国際 空 港 案 ・レジ ャ ー 利 地図 「アク リメー

用 ・ア ク リメ ー シ ョ ン計 画(遊 水 池 の レ ジ ャー シ ョン計 画 図」

ラ ン ド化)

③ 川 と遊水 池を守 る住民運動 と田中正造の 遺志 を

開
受 け継 ぐ諸 団体 。

○ 地域 開発 と第3セ ク ター方 式 につ い て 理 解 し、 話

し合 う 。

① 第3セ ク ター方 式 であ る 「ガ イア 計 画」 と 「ア

ク リ メー シ ョ ン計 画 」 の 概 要 。

②住民 、地域経済 、環境への影響 と利権構造 。

○終 わ って い ○足尾鉱毒事件 は終 わっていない ことを確認 する。

ない足 尾 鉱毒 ①足尾 町に今 も残 る鉱山の堆 積場 の危 険性 。

ま 事件 と私 た ち ②再 開発 による渡良瀬遊水 池の鉱毒 の流 出問題 。

の生 き方 ③ 日本企業の海外進出 をめ ぐる問題 。

と
④東京の水道水 と渡良瀬貯水 池の関係 。

⑤ 遊水池再開発 を巡 る問題点 。

資料 「一杯 の水

道水」

○学習内容 をふ まえ、私たちの生活 は何 かの犠 牲 の

め
上 に成 り立 って い な い か 。 地域 に意 味 の な い 開 発 や

公共事業 は行 われてい ないか。利潤追求 の現 実 の 中

で 私 た ち は どう生 き るべ きか を話 し合 う。

(4)評 価 の観 点 ① 鉱毒問題 はまだ解決 してお らず 、新 たな問題 を起 こ し続 けている ことが

理解で きたか。② 経済の発達や情勢の変化の中で翻弄 された2つ の地域の課題 を理解 で きた

か。③ 生徒 た ちが地域開発や公共事業 な どに関心 を もち、自分 たちの生 き方 と関連づ けて話

し合 ったか。

(5)指 導上 の留意点 ① 映像 や銅銭 、渡 良瀬川 の石 、水道水 など具体的事物 を効果 的な タ イ

ミングで使い、生徒 を飽 きさせず 、興味 や関心 を高 める。② 先 に学 んだ足尾銅 山事件 と関連

づけて内容 を深め る。その とき使用 したプ リン トも再利用す る。
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2.「 南 北 問 題 」 と開 発 援 助

(1)教 材 と して取 り上 げた理由 戦後の国際社会 が抱 えている 「南北 問題」 は、様 々な分 野

の地球 的課 題 に深刻 な影響 を与 えてい る。経済、政治、環境 な どのマクロ的な事象 に と どま

らず 、就業 や個人の幸福追求の権利、子 どもや女性 の諸権利 な ど、人権 といった ミクロ的 な

側面 において もそれぞれの課題解決の妨げ となっている。つ ま り、現代 の先進 諸国 と発展 途

上 国 との間に は、修復の難 しい較差が しっか り根 を下ろ している と考 え られる。地球 とい う

限 られた空 間で同 じ時間 を共有 してい る、本来 「平等」 であるはずの人間が、生 まれ た国家

や地域 に よって、人生その もの に大 きな較差 を抱 えて生 きていかねばな らない。 これ は人類

の生存 に関わ る根幹的 な課題であ ると言 える。様 々な情報 や物 品が氾濫 し、表面的 には 「豊

か な」社会 に生 きる日本の高校生 に、時 には生命の維持 す ら厳 しい生活 を強い られてい る地

域 の現状 を認識 させ、国際社会が実行 してい る 「南北 問題」 の解 決 を目的 とした 「開発援助」

につ いての基本的 な理解 を与 え、 日本 とい う国家や個々の 日本人が今後 どの ような行動 を と

るべ きか、生徒 自身 に考 えさせ ることをね らい と して本教材 を取 り上 げた。

(2)本 時 のね らい 本時は3時 間構 成の第2時 限にあたる。第1時 限では、先 進国 と発展 途

上 国 との経 済的 な較 差か ら発生す る諸問題 の事例 を複 数取 り上 げる。本 時では、国際社会 が

「南 北問題」 の解決の ために採用す る方策の事例 を紹介 し、先進 諸 国 を中心 と した政 府援 助

の あ り方 について学習す る。第3時 限では、 日本の政府援助の現状 と問題点 について前 時限

の 内容 よ りも具体的 な事 例 をあげ、今 後の国際援助 について考察 させ る。なお、学習指導 要

領 での関連 分野 は、「地理A」 の 「(3)現代世界の課題 と国際協 力」 の 「ウ 地球 的課 題へ の

国際協 力 と日本」や、「地理B」 の 「(4)世界 と日本」の 「ウ 国際化の進展 と 日本」 である。

(3)展 開 イ列

学 習 項 目 学 習 活 動 備 考

○発展途上国 ○ 内戦や飢餓 な ど様 々な貧困に苦 しむ地域 での 人 々 写真資料 「各 国

導 にお け る様 々 の 暮 ら しにつ い て 、 自己 の 日常 生 活 を比 較 して 、 南 の 暮 ら し」

入
な 「貧 困」 北 問題 を理 解する

○写真資料 での国家の位 置を地 図帳で確認す る。

○貧 困の定義 ○ 人間の もつ欲求 は個人差や社会集 団差 、地域 差 な 板書 「貧 困 ラ イ

どが あ る こ とか ら、絶 対 的 な 「貧 困」 の 定 義 は 難 し ン 」

展 い こ と を知 っ た うえ で 、一 例 と して 「貧 困 ラ イ ン」

(世 界銀行)の 考 え方 を理解する。 資 料 「主 要 援 助

○途上国援助 ○資 料な どか ら、発展途上国へ の援助 には どの よ う 国のODA分 野 別

開 な方 法が現在実施 されているか を理解す る。 比 較」

○先進 諸 国 に ○資料 を もとに、発展途上国 に対す る開発援 助(0 板書 「日本 の0

よる開発援助 DA)の 実 態 を整 理 し、あ わせ て 、円 借 款 の対 象 分 DAの 現状」
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野が経 済 インフラに偏 っているこ とや、無償 資金協

力な どの実態が タイ ド(ひ もつ き)援 助であ る と指

摘 されている 日本 のODAの 現状 について も理解 す

展 る 。

○ 日本やその他先 進諸国のODAが 実際 に どの よ う 資料 「大カラジャ

なか た ちで 融 資 ・提 供 され て い る のか を、 ブ ラ ジ ル ス計画」

の カ ラ ジ ャス 鉄 鉱 業 へ の融 資 や イ ン ドの ナ ル マ ダ= 「ナ ルマ ダ=ダ ム

ダム計画 を通 して理解する。 計画」

○開発援助の ○文献資料の国家や地域 を地図帳で確認す る。 地図帳

方法論 ○先進諸 国が実施す る開発援助 には3つ のア プ ロー 板書 「開発援助
開

チが 考 え られ て きた こ とを理 解 す る 。 また 、 開 発 援 の ア プ ロー チ 」

助 の各 アプローチが実際 に活用 されている発展 途上

国の事例 も理解す る。

○ 日本 の開発 ○ODAに 関す る建設的 な議論 が 日本国内で発 展 し 資料 「日本 の0

援助の問題点 ない理 由 と して、政治的側面やODAに 対 す る国民 DAの お もな供与

の認識不足 な どを通 して理解する とともに、 日本 が 国 とその供与額」

ま 行 っ て い るODAの 問題 点 を理 解 す る。

○ 国家単 位 の ○多数の発展か、少数 の権利保護かの議論 が続 くな 新 聞 「ODA不

開発 援助 の あ か で 、経 済 イ ンフ ラへ の建 設 援 助 が 中心 と な っ て い 正事 件」

と り方 る 日本 のODAへ の 批 判 論 と肯 定 論 を も と に 、 「南 板 書 「大 型 開発

北問題」の解決のために何が必要であ るの か を考 え 援 助へ の批 判 と肯

ONGOの 活 る 。 定」

動 と発展 途上 ○ 「南北 問題」解決 のために、個 々の 日本人 レベ ル 資料 「サヘ ルの
め

諸国援助 の基 で は どの よ うな方 法 論 と行 動 を とって い くべ き か 、 会」

本姿勢 また開発援助 の本質について、NGOの 活動 実践 を

参 考 に して話 し合 う。

(4)評 価 の観 点 ① 「南北問題」における先進諸 国 と発展途上国 との経済的 な較差 が認 識 で

きたか。② 大型 開発計画 を中心 とする政府援助 と、「貧困層」 の 日常生 活 の 向上 を重視 す る

政府援助 につい て、それぞれの問題点が理解 で きたか 。③ 開発援助の本質や その在 り方 につ

いて考 える場 とな り得 たか。

(5)指 導上の留意点 ① 参考文献か らの引用は、生徒 自身で問題意識が形成 される ような内

容 を精選す る。② 教材で取 り上げ た地域は地図帳 を用 いて確認 させ 、地理学習 に必要 な位 置

や距離関係 を把握 させ る。③ 現在NGOが 果 た している役割 につ いて も触 れ、次 の時限へ の

学習 につ なげ る。④ 英語 などの専門的 な略語 は可能な限 り略語 の元 の表記 も紹介 す る。
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3.国 境 を越 え た労 働 力 移 動 一 外 国 で働 くこ と とは 一

(1)教 材 と して取 り上 げた理由 国際経済の発展 とグローバ ル化 の進行 は、多 くの人 々が 自

国 を離れ他国で働 くこ とを促進 した。現在 この ような国境 を越 えた労働力移動 は、モ ノ(製

品)や カネ(資 本)の 移動 とと もに、 よ りダイナ ミックかつ複雑 な動 きをみせ てい る。 しか

しなが ら、 こう した労働力移動の増加 は、移動先 の国々で民族対立 や人権 問題等 の深刻 な社

会 問題 を生 じさせ て きた。我が国で も、1980年 代 以降に多 くの外 国人労働者 が来 日 した こ と

に よって、新た な地域問題や社会問題が発生 している。その一方 で、 日本企業 の海外進 出の

増加 や、若者の海外就職志向の拡大 によ り、 これ まで国内で生活 して きた人々が外 国人労 働

者 と して異国の社会で生活 し、現地の社会問題に直面 する機会 も増加 している。 そ こで、

こ う した国境 を越 えた労働力移動 によって生 じる問題 について、 日本 に きた外 国人労働者 が

もた ら した社会 問題 とい う視点で考察す るこ とに加 え、生徒 自らが 「外 国人労働 者 と して外

国へ 行 って働 く」 とい う前提 にたって考察 させ る。 これ によって経 済のグ ローバ ル化か ら生

じた今 日の課題 に対 し、 より主体的 に解決 してい く資 質 を育成 する ことをね らい と して 本教

材 を取 り上げ た。

(2)本 時のね らい 本時 は5時 間構成の第4時 限 にあた る。第1時 限では、 日本 にお ける外

国人労働者問題 を、第2時 限では、世界の労働力移動 の歴史や要因、問題 点 を扱 い 、主 と し

て二国間の経済格差 の拡大 によって労働力移動が生 じ、それに よって様 々な社会 問題が 引 き

起 こされてい るこ とを理解 させ る。第3時 限では、 日本か ら外 国へ の労働 力移動 の歴史 と現

状 について扱い 、世界の労働力移動 との相違点 を理解 させ る。本時 では、海外就 職希望者 の

人気が高 く在留邦人 の一番多 いアメ リカ合衆国で働 く計画 を立 て させ る中で、 日本 に住 む者

が外国で働 くこ との意義や問題点 、働 くため に必要な資質につ いて考察する。第5時 限では、

異文化社会の 中で外 国人 として働 くこ との難 しさについて理解 させ 、最 後に これ までの授 業

をふ まえて、外 国で働 く自分 の姿 と外国人労働者 に対 する感想 を作 文に まとめ させ る。学 習

指導 要領での関連分野 は、「地理A」 の 「(2)世界のさまざまな人 々の生 活 ・文 化 と交流 」 の

「ウ 諸地域 の人々の交流 と日本の課題」 である。

(3)展 開例

学 習 項 目 学 習 活 動 備 考

○ ア メ リ カ合 ○ア メリカ大 リー グで活躍 している 日本人選 手 の記 新聞記事

衆 国で働 く日 事 を読み、 なぜ彼 らはア メリカ合衆 国で野球 をや る
導

本人 こ と を選択 した の か を 考 え る 。

○ ア メ リカ合 衆 国 で働 く人の 体 験 記 を読 み 、 ア メ リ 資 料 「ア メ リ カ

カ で働 く こ との意 義 につ い て考 え る。 で働 く人 々」

入 ○外 国で働 く日本人 の中で、 アメリカ合 衆国 で働 く 資 料 「海外 で働

人 の数が一番多 いこ とを理解す る。 く日本人数」

○ ア メ リカ合 ○ 自分が アメ リカ合衆 国で働 くと想定 した場合 、 ど ワ ー ク シ ー ト
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衆 国で働 く自 ん な 目標 を持 ち、 どの よ う な仕事 に就 きた い か 、 自

分 らの考 え を ま とめ 、 発 表 す る。

○ ア メ リ カ合 ○資料や書籍等か らア メリカ合衆 国で働 くため の方 ワ ー ク シ ー ト

衆国 で働 くた 法 や必要 な事項 を理解 し、 自分の計画づ く りを具 体

めの計画 化 す る。 その た め に特 に次 の 点 に つ い て理 解 す る。

① 労働 ビザ(査 証)と ビザ発給 までの過程 資 料 「ア メ リ カ

の ビザー覧表

展 ② 外国で働 くための方法 資 料 「ア メ リ カ

・現 地就職先 を探 した後
、労働 ビザの取 得 で働 くための フロー

・留 学 後
、就 職 先 を探 し、 労 働 ビザ の取 得 チ ャ ー ト」 「人 そ

・イ ン ター ンシ ップ制 度 の 利 用 れそ れの キ ャ リア」

・ワ ー キ ングホ リデ ー 制 度 の 利用

③ 日系 新 聞 や邦 人 紙 、 イ ン タ ー ネ ッ ト等 を 利 用 資料 「邦 人紙 上

した現地就職先 を探す方法や、就職先 決定 まで の求 人広告」

の過程 「イ ン タ ー ネ ッ

トの求 人広告」

○ ア メ リ カ合 ○失敗例 の報告か ら、多 くの人々が アメ リカ合 衆 国 ワ ー ク シ ー ト

衆国 で働 くこ で働 くこ とに挫 折 した り失 敗 した り して い る こ と を 資 料 「ア メ リ カ

開 との 難 しさ 理 解 し、 その 原 因 につ い て 考 え る 。 での失敗例」

○働 く人 自身の姿 勢の甘 さや 日本 とアメ リカ合 衆国

との 社 会 の 違 い が あ る こ とを理 解 す る。

○現地の人材斡旋会社社員 のイ ンタビュー記 事 か ら 資料 「斡旋会社

どの ような日本人が仕事 で成功 した り失敗 した りす Q&A」

るか を理 解 す る 。

○外 国 で働 く ○ 自分が これか ら外 国で働 くため に必要だ と考 え る ワ ー ク シ ー ト

ま

と

意義 と必要 な

こと

事 項 を ま とめ る 。

○ 外 国 で働 くこ との意 義 と難 しさ につ い て 考 え 、 自
め

分 の 意 見 を ま とめ る 。

(4)評 価 の観点 ①外 国で働 く方法 を理解で きたか。②外 国で働 くことの意 義や難 しさにつ

いて考 えるこ とがで きたか。③外国で働 くため に必要 な事項 を 自分 の視点 で考 え、働 くこ と

に対す る考 え方 を深 めるこ とがで きたか。

(5)指 導上の留意点 ①生徒が 「外国(ア メリカ合衆 国)で 働 くこ と」 を自分 の問題 と して

考 える姿勢 を引 き出す配慮 をす る。② 地図帳を利用 し、地名の確認 に心掛 ける。③資料 が多

いため、提示の際 にはその精選 を心掛 け、分 か りやす い資料提示 を行 う。④体験者 や体験 を

まとめた書物の活用 による体験 的な学習の工夫 を行 うこ とに留意す る。
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4.王 安石の財政改革 と宋代の国際関係

(1)教 材 と して とりあげた理由 第二次世 界大戦後の 日本は歴史上 まれに見る経 済発展 を遂

げ世 界有数の経 済大国 となった。 しか し、バブル経 済が崩壊 した1990年 以降現 在 に至 る まで

経済 の低 迷が続 き、政府 は様々 な政策 を行 っている ものの効果 は芳 し くない状 況 にあ る。

財 政改革 は歴史上様々 な形で行われてお り、その背景 や内容 、影響 を学 習する ことは、現

代 に生 きる高校 生 にとって も重要 なことである。 ここでは、中国の宋代 に行 われた 「王安 石

の改革」 を取 り上げた。「王安石 の改革」が 、国家財政の安定 と経済 の活性 化 とい う二 つの

課題 の解決 を 目的 と した点な どについて、当時の政治状況や周辺諸国 との軍事 的緊張関 係 な

ど当時 の国際状 況 を踏 まえなが ら考察 させ る ことを通 して、財政改革 につ いての理 解 を深 め

させ るこ とをね らい と して、本教材 を取 り上 げた。

(2)本 時の ね らい 本時は4時 間構成 の第3時 限 目に当たる。第1時 限 目では唐末 ・五 代 の

社会の混乱 と経 済の発展 を、第2時 限 目で は宋の成立 と北宋の内政、外交 につ いてを扱 う。

本時で は王安石 の改革 を宋代 の経 済の発展 と社会の変化 を背景 と して考察 させ 、東 ア ジア社

会の発展 とい う流 れの中でその歴 史的意義 を理解 させ ることを 目的 とす る。第4時 限 目で は

周辺諸国の台頭 と北宋 の滅亡 につ いて学び 、次項の 「モ ンゴル民族 の発展」に展開 してい く。

学 習指導要領で の関連分野 は、「世界史B」 の 「(2凍アジア文化 圏の形 成 と発展 」 の 「イ中

国社会の変遷 と隣接諸民族の活動」であ る。

(3)展 開例

学 習 項 目 学 習 活 動 備 考

○ 日本 と世 界 ○長引 く不況、高校 卒業者 の就職難 な ど身近 な問題 資料 「新聞記事」

導
の経済危機 か ら、現代の経 済危機 の状況 、特 に財政改 革 と景気 (今 年 度高 卒者 の

回復 の両立が課題 であるこ とを理解す る。 就職率 、商 品券 の

○ 歴 史上 の諸 改 革 で知 っ てい る もの をあげ 、歴 史上 、 導入赤字国債の残

財政改革 が何度 も行 われた こと、その 中で現 在の 課 高等)
入

題 である財政改革 と景気回復の両方 に取 り組 ん だ人

物 が い た こ とを理 解 す る。

○改革の背景 ○前時の復習 として、 中唐 以降、大土地所 有制 が 発 具体的 な数 字 の

展 した こ とを確 認 す る。 入 った 図表
展

○宋代の 中国 は、表面的 には支配領域 が狭 いが 、 実 王安石の 肖像

際は経済が非常 に発展 した時代であった ことを理 解 開封の市 場 の絵

す る 。 な ど

開 ○経 済大国であ りなが ら軍事小 国であった北宋 の 国 資 料 「水活午伝 」

際的地位 を理 解す る。 (漫 画)

○改革が必要 ○改 革が必要 となった理 由を考 える。 その際 、財政

一15一



になった理 由 的要 因と して、官僚の増加 ・軍事費の膨脹 な どに よ

る支 出の増加、税負担 の不均衡(自 営農民の負担増)

展 に、対外的要因 と して、異民族 か らの圧力 に着 目す

る 。

○改革の内容 ○青苗法が地主層の反発 を招 いた理 由、市易 法 が大 資 料 「青 苗 法 ・

と成果 商人の独 占を排 除する試 みであったことを理解する。 市 易 法 」(簡 単 な

特 に産業の停滞の打開策 として中小商人の保護 を図っ 現代語 に訳 した も

た点 に着 目す る。 の 。

○王安石 の改革が一定の成果 をあげたこ とを理 解す 図表

る 。 年表

○改革の限界 ○ 新法党 と旧法党の政争が政治の混乱 を もた ら して

い っ た こ とを理 解 す る。

○改革 の推進が 「皇帝 との個人的な結 びつ き」 とい

開 う極 めて不安定 な要因 によって左右 された点 に着 目

し、宋代 の政治構造 を理解す ることを通 して改 革 の

限 界 につ いて 考 え る。

○王 安石 の改 ○王安石 の 「国民の負担 を増加 させず 、経 済 の活性 まとめのア ンケー

革の意義 化 と公 平 な課 税 に よ っ て 財 政 を 立 て 直 す 。」 とい う ト

ま 主 張 につ いて 話 し合 う。

○王安石の改革の評価 を行い、挫折 した原因 につ い

と
て考 え る。

め ○財政改革を ○財政改革 を成功 させ るための要 因につ いて考 え、

成功 させ るた その上で現在 日本で行 われている財政改革 の課題 と

め には 方 策 につ い て 自分 な りの 考 え を ま とめ る 。

(4)評 価の観点 ① 中国社会の発展 と変化について理解で きたか。② 「王安石 の改革 」 の背

景 と内容の概略 につい て理解で きたか。③改 革が挫折 した理 由について考 えるこ とが で きた

か。④ 財政改革 につ いて自分 な りの意見を もてたか。

(5)指 導上の留意点 ①学習の手がか りとして、現代社会 との対比 を行 うが 、今 日的な視 野

か らの一方的 に批判す ることや、逆 に現代 との類似性 をこ じつ け、強調す るこ とを避 け る。

②単 調 な事実の説明 を避 けるため に図表等 を活用 し、生徒が理解 しやす い ように留 意す る。

③授 業全般 を通 して 「王安石の改革」 を 「党争」 の原 因 とと らえ、否定的 な評価 をす る こ と

や、逆 に 「先駆的 な改革者」 と して評価 するあ ま り、旧法党 を一方的 に批判す る ことの ない

よう留意す る。④ 現在の財政改革 については、概略 を説明す るだけに とどめ深入 りしな い よ

う配 慮する。
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皿 人 と文化 の接触 ・交流 ・共 生

1.岩 瀬忠震 と日米修好通商条約

(1)教 材 と して取 り上 げた理 由 ペ リー来航 か ら、 日米修好通商条約 を含 むい わゆる安 政 の

五 力国条約 の締結 に至 る までの5年 間は、近代 日本の形成 に重要 な時期であ る。 これ以 降 日

本 は、近代 国際社会 との関わ りを深 めてい くことになる。諸外国 との条約締結 に際 して 中心

的 な役割 を果 た した一 人が岩 瀬忠震 である。彼 は、江戸時代末期の幕臣であ り、開 国に積極

的 な姿勢 を示 した。ハ リス との条約 交渉 に携 わ り、 日米修好通商条約勅許獲得の ために奔走

した後 、大老井伊 直弼 の命で、勅許 を待 たず して条約 に調印 した。次いで外国奉行 として蘭 ・

露 ・英 ・仏 との条約 に調 印す るな ど、 日本 の開国に重要 な役割 を果た した人物であ る。 この

ように、国際社会 の中で、 自らの考えに基づ いて行動 した人物 を取 り上げ るこ とは、生徒 の

興味 ・関心 を引 き出す ことのみな らず、 自ら考 え行動で きる資質の育成に とって重要である。

岩瀬が 開国に対 して どの ような考え を持 ち、行動 してい ったか を学ぶ ことによ り、幕 末の状

況 によ り深 い理 解 を得 、 また国際社会 にお いて 自ら考 える姿勢 を培 うことをね らい として 本

教材 を取 り上 げた。

(2)本 時の ね らい 本時は、4時 間構 成の第3時 限にあ たる。第1時 限で は、開国前夜 の状

況 と列強 のアジア進 出、ペ リーの来航 と日米和親条約の締結 を、第2時 限で は、安政期 の幕

政改革 と日米修好 通商条約 の締結 を扱 う。本 時では、開国 に関す る岩瀬忠震の考 え方 を横 浜

の開港 に焦点 を当てて学 び、外 交あるいは他者 との交流 において必要 なことは何か 、につ い

て考 えさせ る。続 く第4時 限では、貿易の 開始 とその影響 を取 り上 げ る。学習指導要領 の 関

連分野 は 「日本 史A」 の 「(4)近代 日本 の形成 と展開」の 「ア 欧米文化の導入 と明治維新」、

「日本史B」 の 「(5)近代 日本の形成 とアジア」の 「ア 欧米文化 の導 入 と明治維新 」であ る。

特 に 「3内 容 の取扱 い」 の(4)のアの 「(イ歴 史上 の人物 について、 そ の果 た した役 割や 生 き

方 などを時代的背景や地域 の特性 との関連 において学習で きる」主題学習 と して、 開国前後

の時期の理解 を深 めるこ とを 目的 とす る。

(3)展 開例

学 習 項 目 学 習 活 動 備 考

○江戸で撮影 ○江戸で撮影 された、最 も古 い写 真に関す る新 聞記 資料 「朝 日新聞」

され た最 古 の 事 を見て 、写真 中に岩瀬忠震が写 っている こ とを知
導

写真 る 。

○ 日米 間で締 ○ 日米和親条約 と日米修好通商条約 を比較 し、 両条 史料 「日米和 親

入
結 され た2つ 約 におけ る開港場 の違い、特 に下 田閉鎖 の後 、 神奈 条 約 」 「日米 修 好

の条約 川(実 際 には横浜)の 開港 が決め られたこ とを確 認 通商条約」

す る 。

○岩瀬忠震に ○岩瀬忠震 の生 い立 ちや活躍 した時期、略歴 を知る。 資料 「略年譜」

つ い て 特 に朱子学 を深 く学 び俊才 と称 されたこ と、 外交 に

関す る訓練 な どは受 けていないことや、安政の大獄
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によ り謹慎 を命ぜ られたことな ども年譜 か ら確 認す

る 。

○岩 瀬が、条約交渉の全権 と してハ リス と直接 交渉

に当た り、 日米修好通商条約 を含 む、いわゆ る安政

の五 力 国 条約 に調 印 した こ と を知 る 。

○横 浜 開港 の ○ 開港 場 につ いて 、幕 閣 ・ハ リス 及 び岩 瀬 そ れ ぞ れ 資料 「岩 瀬 の上

展 経緯 の考 え方 を比較 し、それぞれの開港 に対す る考 え方 申書 」 「開 港 場 に

の背景 を考 える。特 に岩瀬が貿易 を幕府 の経済 体制 関す る考 え方 の比

との 関 わ りの 中で と らえて い た こ と、 そ の た め に横 較」

浜 開港を良策 と考 え提言 していた ことに注 目す る。

○条約交渉の ○ハ リス との間で行 われた条約交渉のひ とこま を実 資料 「ハ リス と

実際 際 に演 じて み る。 当時 、 日本 側 が い か に 国 際 上 の 慣 の交渉の様子」

習 や 自由貿易 の仕組み について無知であった か を知

る 。(国 際 法 や貿 易 につ い て簡 単 に確 認 す る。)

○封建官僚層 ○前 時の内容 を確認 し、交渉の様子か ら不 平等 条結

の限界 締 結 に至 っ た背 景 につ い て 考 え る。特 に 、 自 由 貿 易

に つ い て の認 識 が な い ため 、 関 税 につ い て 深 い 議 論

開
が な され な か っ た こ とな どに注 目 し、 この こ とが 明

治時代の条約改正 交渉 の大 きな課題 となった こ とを

理 解 す る 。

○学 習内容 を踏 まえ、外交交渉の場 において 必要 な

要素 は何 か、他者 との交流の 中で重要 なこ とは何 か

につ い て 話 し合 う。

○開港 後 の貿 ○開国後、横 浜が 日本最大 の貿易港 となるこ とを知 資料 「開港 後 の

ま
易 り、岩瀬が横 浜開港 を進言 したこ との先見性 を確 認 輸 出入額」

と
する。

○調印後、安 政の大獄で謹慎 を命ぜ られ、そ の後 わ 資料 「エ ルギ ン

め ずか2年 で死去 した岩瀬 の心情が どの ような もので 卿 遣 日使節録」

あ った か を想像 す る 。

(4)評 価 の観 点 ① 岩瀬忠震の開国 に関する考 え方 、特 にその広い視野 に裏打 ち された先進

性 と、国際社会 に対す る無知か ら くる限界 を理解 で きたか。② 日米修好通商条約 に不平 等 な

条項が盛 り込 まれるこ ととなった要因 を考える ことが で きたか。③ 開国後の貿易 の状況 につ

いての知識 を得 られたか。④対外交渉や他者 との交流 の中で重要 なこ とについ て考 える こ と

がで きたか。

(5)指 導上の留意点 ① 難解 な史料 については、現代語訳 した ものを準備 し、取 り上 げ る箇

所 を精選す るな どの配慮 をす る。② 岩瀬個人の顕彰 に終 わ らない よ うに注意 し、人物 を通 し

て歴史の全体像 を理解 させ るように努め る。

一18一



2.大 正 デ モ ク ラ シー が 生 み 出 した もの 一 「人 間 に光 あれ 」 叫 び は続 く一

α)教 材 と して取 り上 げ た理由 大正時代 は、明治維 新以来の急 速な近代 化が一段 落 し、 近

代化 の過程 の中で起 こった様々 な問題 を振 り返る と同時に、次 の時代へ の新た な流れ を生 み

出 した時代 であ る。その中で、大正デモ クラシーの風潮が生 まれ、民衆の力を基礎 とす る様々

な運動 に よって、政治や社会、文化等 の各方面で民主 主義 的傾 向が強 まった ことが、今 日の

民主主義 の源流 となった とい える。 また、 この時代 は様 々な労働 問題 、社会 問題、文化 の大

衆化 な ど現代 日本社会 と共通する点 も数多い。

国際化が進 む現在 、異質性(異 文化 ・違 うこと)を 柔軟 に受容す る態度が 、私た ちに強 く

求 め られている。一 方、学校 のみな らず職場 で も 「い じめ」が問題 となっている ことにみ ら

れ る ように、同一性 、均 質性 が高い 日本社会 においては、様 々な差 別 ・人権 問題 が未だ解 決

されてはいない状 況にある。現代 社会 の課題解決のためには、民主主義 における人権 ・自由 ・

平等 と、その根 底にある 「個の確 立」 を問い直すこ とが必要で ある。大正 デモク ラシー の学

習 を通 して、なぜ この時代 に民主主義的傾向が強 まったのか、 またそれは どの ように追求 さ

れ ていったのか を、社 会全体の動向 と関連づけて理解 し、現代社会 に共通す る様 々 な問題 を

考 えるこ とで、現代 の課 題 について も具体 的実践 によ り解決 していこ うとす る力 ・態 度 を養

うこ とをね らい として この教材 を取 り上 げた。

(2)本 時のね らい 本時 は5時 間構成 の第5時 限 にあ たる。第1時 限で は第1次 世 界大 戦 と

資 本主義の発展 を、第2時 限では米騒動 と大正デモ クラシー を、第3時 限で は普通選挙 法 と

治安維持法 の成立 を、第4時 限では大衆文化 の発展 を、それぞれ扱 う。本時 は、テーマ学 習

と して、水平社宣言 を中心 に、大正 デモクラシーを背景 に前進 した様 々な労働運動 、社 会 運

動 に共通す る、人 間の尊厳性 ・権利 ・自由の精神 と具体的 な実践 を重視す る態度 を考察 し、

さらにその後 の部落解放運動 を概観す るこ とで 、よ り良い社会 を創造す るため に必要 な市民

の在 り方 を学ぶ こ とをね らい とす る。学習指導要領での関連分野 は 「日本史B」 の 「(6)両世

界大 戦 と日本」の 「イ 政党政治の発展 と大衆文化の形成」 であ る。

(3)展 開例

学 習 項 目 学 習 活 動 備 考

○大 正 デ モ ク ○ ノンキ節の歌詞か ら、資本主義の発展 と民 衆 の生 資料 「ノ ンキ節」

ラシ ー の 社 会 活 、 当時 の 政 治 の 状 況 につ い て 確 認 す る 。 図 「添 田唖蝉坊」

導 翻ヒ見
目 牙丸

○友 愛 会 の主 ○友愛会関西同盟会の創立宣言で団結権 ・団 体交 渉 資料 「労 働者 は

張 と官 営八 幡 権 ・争 議 権 を要 求 した こ と を知 る。 要 求す る」

入 製鉄所の労働 ○官営八幡製鉄 所の労働者が生活に関わる基 本的 な 図 「労働争議」

者の要求書 待 遇の改善 を、具体的 に要求 した ことを知 る。

○ 図版 か ら、当時の労働争議 の様子 を知 る。
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○社 会 ・労働 ○大正 デモクラシーの高 ま りと社会運動 の展 開 につ ワ ー ク シ ー ト

動 の展 開 いて整理 し、全国水 平社の結 成が 、民主主 義 を求 め 教科書

る社会的潮流の 中で行われた ことを把握す る。

○水平社を作っ ○ 図(写 真)を 見 なが ら、水 平社 創立の中心 となっ 図 「水平社を作っ

た人々 た人々が 当時無名の青年た ちであった こと、宣 言 が た 人 々 」
展

感動 をもって人々に迎 え られた こと、初期 の水 平社

運動が農民運動 とも結 びついていた ことを知 る。
いたわ いたわ

○水平社宣言 ○ 「勒 る 」 の語 に注 目 し、 「勒 る 」 こ とは 人 間 の 尊 資料 「水平社宣

の精神 さ を辱 め る こ と、真 の差 別解 消 の 実 現 の た め に は 、 言 」

互 い に尊 敬 し、支 え合 うこ とが 必 要 で あ る と した 、 ワ ー ク シ ー ト

水平社宣言の人間の尊厳性重視の精神 を考察する。

○ 「人間が神 に変わる」 とは、主権意識の現 わ れで

あ る こ と を考 察 す る 。

○水平社宣言の精神 で重要 なこ とは何か考察す る。
開

○そ の後 の部 ○その後の部落解放運動 の展 開を、一人の女 性 の体 資料 「住 吉 のお

落解放運動 験談か ら概観 し、運動 が多 くの無名の市民 に よって か ん」

進 め られ た こ と を知 る 。 ワ ー ク シ ー ト

○戦後の解放へ向けた取 り組 みが人権問題全 般へ と

広 が りをみ せ て い る こ と を知 る 。

○現代社会 に ○現代社会 に共通す る諸問題(第2時 限で ま とめて

対す る認識 お く)を 再 確 認 す る 。

ま
○ 「差 別 は な くな っ た か」 につ い て 話 し合 う。

と
○水 平 社宣 言

か ら学ぶ こと

○近年の市民運動(市 民 オ ンブズマ ンや住民投 票 な

ど)を ヒン トに、水平社宣言 の精神か ら学ぶ べ きこ

資料 「住民投票」

め
と は 何 か 、 ま と め る 。

○身近 な取 り ○高校の生徒会活動 な どの例 か ら、高校生 で も取 り 資料 「高校 生徒

組 み 組 め る身 近 な問 題 が な い か 、考 え る。 会の取組 み」

(4)評 価 の観 点 ① 社会運動、労働運動 と社会背景 との 関連性 を把握で きたか。②水 平社 宣

言 が 自立 を 目指 した自主的 な運動 を提起 し、人間の尊厳性 を重視 した こ とを理解 で きたか。

③ 自ら行動 し、身近 な問題 を解決 しようとす ることが 、民主主義 を確立す る上 で重 要で あ る

ことを理解で きたか。

(5)指 導上の留意点 ①提示す る資料 の内容 を精選 し、難解 な もの は平易 に現代語 訳す る。

② 難解 な語句 はなるべ く使わない。③ 図、資料 は実物投 映機でモニ ターを通 して提 示す る。

④ 導入 と展開の 「その後の部落解放運動」 は事実 を確認す る程度 にとどめ る。⑤民 主主義確

立 の取 り組 み を生徒の生活 と結び付 けて考 え させ 、共感 の持 てる題材 となる よう留 意す る。
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3.新 しい パ ー トナー シ ップ を求 め て 一 世 界 と 日本 の 先住 民族 一

(1)教 材 と して取 り上 げた理 由 国際理解 に努め ることは、国際社会 に生 きる人 間 として必

要不可欠 なこ とである。国際理解 を進め る上で大切 なことは、人間がそれぞれ違 った存 在 で

あ るこ とと人 間が持 っている個 々のアイデ ンテ ィティーをお互いが認め合い、その違 い を尊

重 し合 うこ とである。歴 史上 で、 コロ ンブスによるアメリカ大陸の発見に象徴 されるヨーロッ

パ世界の拡大 は民族 を大 きく 「文 明」 と 「未 開」 に独 断 と偏見で分 け、一方的 に 「未 開」 な

民族 と決 めつ け られ征服 ・侵略 ・殺薮 されて きた先住民族 は現在 も厳 しい人権の抑圧 に さ ら

されている。国際化 の進 む中で、お互 いの立場 の違いや価値観 を認め合お う とす る人権 教育

を推進す る観 点か ら、 日本のア イヌ民族 問題 と1992年 ノーベ ル平和賞 を受賞 したグアテマ ラ

の先住民族 人権擁 護活動家 リゴベル タ=メ ンチュウの活動 を通 して 、国際社会 における多 民

族 ・多文化社 会の在 り方 について考察 を深める ことをね らい として 、本教材 を取 り上 げた。

(2)本 時 のね らい 本時は3時 間構 成の第3時 限に当たる。第1時 限では世界の先住民族を、

第2時 限では 日本の先住民族 アイヌを取 り上げる。本 時では、 リゴベ ル タ=メ ンチ ュウの活

動 を通 して グア テマ ラの先住民族問題 を理解 させ る とともに、真の 国際理解 とは何 か を考 察

させ る。学 習指導要領での関連項 目は、「世界 史A」 の 「(4)現 代世界 と日本」、「世 界史B」

では 「(7)現 代の課題」であ り、またテーマ史 と して扱 うことも可 能である。

(3)展 開例

学 習 項 目 学 習 活 動 備 考

○ リ ゴ ベ ル タ 01993年9月 に来 日 した リゴベ ル タの訪 日 目的 と ア 写 真 「リ ゴ ベ ル

来 日 と ア イ ヌ イ ヌ との 交 流 を理 解 す る。 タ 」

導 ○ グ ア テ マ ラ ○ リゴベ ル タの故国 グアテマ ラについての概 要 と先 NGOの 資 料 グ

の概 要 住 民 族 イ ンデ ィヘ ナ につ い て 理 解 す る。 ア テ マ ラ の 地 図 ・

・グ ア テ マ ラの 事 を知 って い るか の 質 問 に答 え 、 世 写真

界地図の 中か らグアテマ ラを探す。 イ ンデ ィヘ ナ と

入 ○ アイヌ もイ ンデ ィヘ ナ も固有の文化 と言語 を大切 ア イヌの織物

に して い る こ とを理 解 す る。 ト ウ モ ロ コ シ 、

・ア イ ヌ とイ ンデ ィヘ ナの 簡 単 な言 葉 を知 る 。 コ ー ヒ ー 、 綿 花

○ リ ゴ ベ ル タ 01992年 に リゴベ ル タ=メ ンチ ュ ウが ノー ベ ル 平 和 新聞記事

の ノ ー ベ ル 平 賞 を受賞 したこ と、その受賞理由 と背景 につ い て理

展 和賞の受賞理 解 す る。

由 ○ グアテマラの先住民族の悲惨 な状況 とそ の歴史 的 資料 「ラ ス カサ

背景(差 別 と虐殺の5百 年)を 理解す る。 ス 」

○先住 民族 の ○立 ち上が った先住民族の民主化 にむけて の活動 を 写真
開

民主化 へ の歩 リコベ ルタ と先住民族 の抵抗 ・闘争 を通 して理解 す

み る 。

一21一



○ グ ア テ マ ラ 0グ アテマ ラの現状 とこれか らの課題 につ い て理 解

の現状 す る 。

○先 住民 族 の ○ 以 下 の シ ミュ レー シ ョンをす る こ とに よ っ て先 住 ワ ー ク シ ー ト

立場 にな るシ 民族 の立場 を理解 し、抑圧す る側 と抑圧 され る側 が

展 ミ ュ レ ー シ ョ どの よ うな感 情 ・態 度 にな る か を体 験 す る 。

ン ・例 え ば 、血 液 型 に よ る グル ー プ分 け を行 う。

・後 に誤 解 を生 じさせ な いため 、 この シ ミュ レーシ ョ

ン何 の根 拠 もない とい う こ と を丁 寧 に説 明 す る。

① ク ラ ス を血 液 型 で2つ の グル ー プ に分 け る 。

②A型AB型 の グ ル ー プの 方 がB型0型 の グ ル ー プ

よ り性格的 に優 れてい ると し、前者 は後者 に対 し命

令 権 ・決 定 権 を行 使 で きる とす る 。

③前者 は後者 に対 して簡単 な指示 を出 し、後者 はそ

開
れ に従 う。

艦

④立場 を逆転す る。

⑤抑圧者 ・被抑圧者の気持 ちを体験することにより、

差 別 制 度 は 、差 別す る側 が 自 らの権 力 ・富 を守 り、

支 配 しや す い よ うにつ くっ た もの だ と認 識 す る 。

○ 「新 しいパー ○ グアテマ ラの先住民族問題 を踏 まえて1993年 国 際 資 料 「世 界 の先

トナ ー シ ッ プ 」 先住 民 年 の テ ー マ 「新 しい パ ー トナ ー シ ップ 」 の 意 住 民族 」抜粋

ま の実 現 と先住 味 を理解 す る 。

民族 問題 お よ 01994年 か ら2004年 まで の 「世 界 の 先住 民 族 の 国 際

と
び人権 問題 の 10年 」 に お け る リゴベ ル タ と ア イ ヌ民 族 の 問 題 克 服

克服 のため に への挑戦 とその意義 を理解す る。 ワ ー ク シ ー ト
め

○ これか らの問題解決 にむけての努力(国 際協 力 、

市 民か らの草 の根運動 、一人一人の価値観 の 再考 な

(4)評 価の観点 ①先住民族問題 を理解で きたか。② 先住民族問題 を通 して地球 に住 む人間

はみ な同 じ人 間 としての権利 を持 ってお り、その中には自らの民族 に固有 な文化の 中で生 き

る権利 も含 まれている とい うこと、 また私たちは同 じであ ると同時 に異 なる存在であ る とい

うこ とを理解で きたか。③ 自分 にとって人権 問題 とは何であ るか考察で きたか。

(5)指 導上の留意点 先住民族 に対 して生徒 が持 っている偏見や情報不足 を是正す るよ うに

努め ると ともに、先住民族の文化に対 して興味 ・関心 を持 たせ るよう留意す る。
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4.「 地 球 市 民 」 の 育成 をめ ざ して

一 ク ロア チ ア ナ イー ブア ー トの体 験 を通 して学 ぶ文 化 と心 一

(1)教 材 と して取 り上 げ た理 由1998年6月 フ ラ ンス ワ ール ドカ ップ の 参 加 国 を授 業 の 中 で

取 り上 げ 、 そ の 国 の社 会 、文 化 、 人 々の 暮 ら しを学 ぶ こ とで 、 た だ 単 にサ ッ カー を観 戦 す る

だ け で な く、深 い見 方 が で きな い だ ろ うか 。そ ん な意 図 を持 っ て取 り上 げ た 。 テ ス トの た め

の 「覚 えね ば な らな い」 知 識 理 解 が 学 習 で あ る と考 えて きた 生徒 た ち に、 生 き生 き と した 体

験 学 習 を通 して 、異 な る文 化 を持 つ 人 々の 暮 ら しに共 感 を持 って 深 く理 解 す る力 を 身 に つ け

させ たい と考 え た 。学 習 を通 して将 来 「自分 自 身が ど う貢 献 で き るの か 」 を考 え、 行 動 す る

こ との で きる主 体 的 な地 球 市 民 とな る こ とが 大 きなね らい で あ る。 フ ラ ンス ワー ル ドカ ッ プ

の 開 催 国 や 対 戦 国 を取 り上 げ た の は 、生 徒 が 自分 との 関 わ りを認識 しや す く、 また 主 体 的 に

取 り組 み や す い と考 え た た め で あ る 。体 験 学 習 を柱 に地 理A(2単 位)10時 間 、 一 つ の 国 に

つ い て2時 間 構 成 と し、残 り2時 間 を ま とめ にあ て た 。

(2)本 時 の ね らい 本 時 は10時 間構 成 の 第5・6時 限 にあ た る。 第!・2時 限 で は 、 フ ラ ン

ス の 食 文 化 につ い て調 理 実 習 、第3・4時 限で は、 ア ル ゼ ンチ ンの 文 化 ・生 活 につ い て 留 学

生 を交 えた 国 際 交 流 に よ って 理 解 を深 め る。 本 時 で は 、 ク ロア チ ア の伝 統 芸 能 の 一 つ で あ る

ナ イー ブ アー トを体 験 す る。 異 文 化 を体 験 す る こ とで ク ロア チ ア に 興 味 ・関 心 を も たせ 、 旧

ユ ー ゴス ラ ビ アか ら分 離 独 立 した新 しい 小 国 を、 身 近 な存 在 に 感 じさせ る こ とを 目的 と した 。

ク ロア チ ア の あ る一 人 の 画 家 が 戦 争 に よ って 家族 を失 い 、心 に傷 を負 い 、立 ち 直 って き た

姿 に学 ぶ 。 同 じ地 球 に暮 らす 人 間 と して 、 戦 争 の 悲惨 さ を理 解 す る と共 に 、将 来 、 地 球 市 民

の一 員 と して 国 際 社 会 に貢 献 で きる こ とは ない か考 え させ る 。様 々 な言 語 、民 族 、 宗 教 が 渦

巻 き、 ヨー ロ ッパ の 火 薬 庫 とい わ れ た バ ル カ ン半 島 で あ るが 、複 雑 な民 族 社 会 の 中 で も 人 々

の心 の 暖 か さは 世 界 共 通 で あ る こ と に気 づ か せ る 。学 習 指 導 要 領 で の 関連 分 野 は 、 「地 理A」

の 「(2>世界 の 人 々 の 生 活 ・文 化 と交 流」 の 「イ 諸 民 族 の生 活 ・文 化 と 地 域 性 」 「ウ 諸 地

域 の 人 々 の 交 流 と 日本 の 課 題 」 また は 、 「地 理B」 の 「(2)人間 と環 境 」 の 「ア 人 種 ・民 族

と国 家」 で あ る 。

(3)展 開 例(2時 間続 きの 指 導 案 で あ る が 、1時 間 ご との授 業 も可 能 で あ る 。)

学 習 項 目 学 習 活 動 備 考

○ ク ロ ア チ ア ○ クロ ア チ ア大 使 館 の ホ ー ムペ ー ジ を見 て ワ ー ル ド パ ソ コ ン

導 の文 化 に触 れ カ ップ対 戦 国 に 関心 を もつ 。 資 料 「ク ロ ア チ

入
て興 味 ・関 心 ○ 簡 単 な ク ロア チ ア語(あ い さつ)を 知 る。 ア語 」

を もつ ○ クロ ア チ ア の 国旗 の意 味 を知 る 。 国旗

○ ク ロ ア チ ア ○ ク ロ ア チ ア と フラ ンス の試 合 開 始 のVTRを 見 て VTR「 ワ ー ル

展 の 人 種 ・民 族 ク ロ ア チ ア の 人種 ・民 族 構 成 を確 認 す る。 ドカ ップ」

に触 れる ○ 旧ユ ー ゴス ラ ビア の 地 図 を確 認 す る。

○ ク ロ ア チ ア OVTRを 視 聴 す る 。 VTR「 世 界 ウ
開

の 人 々 の 暮 ら 一人 の芸術 家が戦争 で家族や友人 を亡 くして
、絵 に ルル ン滞在 記」 と

し 、 文 化 、 風 色 が 描 け な くな った こ とや 、ホー ムス テイす る レポー ワ ー ク シ ー ト 、 新
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展

開

ま

と

め

習 、 社 会 な ど

を理 解 す る

○ ナイーブアー

トの 特 徴 を 知

る

○ナイーブアー

トを体 験 す る

(グ ル ー プ 活

動)

ター と と もに クロ ア チ ア の人 々 の暮 ら し、 文 化 、 風

習 、 社 会 な ど を理解 す る 。

○ ホ ー ム ス テ イ 先 の 画 家が 描 くナ イ ー ブ ア ー トが ど

の よ う な技 法 で 描 か れ て い くの か を理 解 す る。

○ ナ イ ー ブア ー トを体験 す る 。

① トレー シ ン グペ ー パ ー に サ イ ンを書 く

② 裏 返 して 、 プ ラス チ ック の上 か らなぞ る

③ 空 間 に 自由 な発 想 で ア ク リル ガ ッシ ュ(絵 具 の

の 一種)を 使 っ て絵 を描 く

④ 芸術 性 の高 い作 品 に仕 上 げ る

トレーシングベーパー ベン

＼
侮 《ご 叙

★裏返してケースの裏から

トレーシングペーバーを

あてて播く

★衰から見ると 「とうきょう」

になる

○ サ ポ ー ター

気 分 を味 わ う

ヵセット ぐメモラケ　ス

渉
○ 自分 と世 界

とのつ なが り

に気づ く

○ ネ オ カ ラ ーllを 使 っ て ボ デ ィーペ イ ンテ ィ ン グ を

体 験 す る。

○お互いの作 品 を鑑賞 しなが ら、話 し合 う。

○異文化 との共生 ・地球社会 における人間理 解 と し

てで きることはないか考える。

聞 記事 「天声 人語」

資 料 「バ ル カ ン

料 理 」 「も の 食 う

ひ と び と」

資 料 「ナ イ ー ブ

ア ー トの描 き方 」

アクリルガッシュ ・

筆 ・水 入れ ・トレー

シ ン グペ ー パ ー ・

マ ジ ッ クペ ン ・雑

巾 ・新 聞 紙 ・テ イ

ツ シ ュペ ー パ ー

CD音 楽

鏡

ネ オ カ ラ ーH・

片づ け

(4)評 価 の観 点 評価 は生徒 自身の 自己評価 やテス ト、 レポ ー ト、参加態度 な どを総合 した

もの とす る。一方的 に教 え込 まれ、答えが明確 な講義型学習 と参加型学習の大 きな違 いは、

学 習の プロセ スが重視 され る点である。違った価値観 ・考 え方 を持 ってい る学習者 が、そ れ

ぞれの意見や主張 をぶつ け合 うことを通 して、お互 いの価値観や考 え方 を尊重 し共 に生 きる

方法 を探 るプロセスが大切 であ る。 どの くらい主体 的 ・積極的 に授業 に取 り組 んだか。参加

の度合いがか な り明確 に反映 される。① 異文化体験 ナ イーブアー トで は、グループで協 力 し

て 、創造的 な作 品を制作 したか。② クロアチアの人々の生活 ・文化 な どを 日常 と比較 しなが

ら理解 し、お互 いを尊重す る気持 ちが萌芽 したか。③ テス トが終 わった ら忘 れて しまう断 片

的 な知識で はな く、「地球市民」 と して追究 しつづけ ることの原点 となったか。

(5)指 導上の留意点 ① グループ活動 は、生徒 同士 の コミュニケーシ ョンが十 分図 られ、 生

徒 自身が授業 の主役 となって楽 しめ るようにする。② 美術教材 の準備 や片付 けに も、十分 配

慮す る。③ 興味 を持 って取 り組 んだ体験学習 を知識 ・理解 につ なげる ような指導 に留意する。

④ 関連す る他 の教科 ・科 目、特 に公民科の 「現代社会」 及び 「政治 ・経済」や芸術科 の 「美

術 」 との関連 に配慮す る。
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